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1

は
じ
め
に

私
は
今
回
、「
国
際
人
権
保
障
体
制
確
立
へ
の
国
際
法
的
歴
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
題
す
る
日
台
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
２
０
０
８
年
１

月
11
日
、
広
島
大
学
で
開
催
）
に
お
い
て
、
講
演
す
る
機
会
を
え
た
。
当
初
、
私
に
与
え
ら
れ
た
演
題
は
「
国
際
人
権
保
障
の
展
開
と
規

約
人
権
委
員
会
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
私
が
「
市
民
的
及
び
政
治
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
」
に
基
づ
く
人
権
委
員
会

（H
um

an
R

ights
C

om
m

ittee

）
の
委
員
を
20
年
の
あ
い
だ
務
め
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
現
在
、
台
湾
の
人
び
と
に
と
っ
て
喫
緊
の
課

題
は
、
大
陸
中
国
と
の
関
係
に
お
け
る
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
イ
を
確
認
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
け
る
私
の

役
割
は
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
認
す
る
一
つ
の
手
が
か
り
と
し
て
、
国
際
人
権
保
障
が
持
ち
う
る
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
私
の
演
題
を
よ
り
具
体
化
・
特
定
化
し
て
「
台
湾
、
人
権
、
自
決
」
と
改
め
、
そ
れ
に
「
―
個
人
的
体
験

を
と
お
し
て
―
」
と
い
う
副
題
を
付
け
る
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。

実
は
、
私
が
台
湾
を
は
じ
め
て
訪
れ
た
の
は
１
９
６
８
年
の
こ
と
で
、
そ
れ
か
ら
40
年
が
経
ち
、
台
湾
内
部
の
状
況
も
外
部
世
界
の
状

況
も
す
っ
か
り
変
わ
っ
た
。
今
で
も
私
の
印
象
に
強
く
残
っ
て
い
る
の
は
、
１
９
６
８
年
に
台
湾
へ
着
い
た
と
き
空
港
で
手
荷
物
を
徹
底

的
に
調
べ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
私
は
自
分
の
靴
を
湿
気
か
ら
防
ぐ
た
め
に
日
本
の
新
聞
紙
で
く
る
ん
で
い
た
の
だ
が
、
そ
の
新
聞
紙
は

台
湾
、
人
権
、
自
決

―
―
個
人
的
体
験
を
と
お
し
て
―
―

安
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す
っ
か
り
税
関
検
査
で
没
収
さ
れ
た
。
お
そ
ら
く
、
当
時
の
台
湾
当
局
が
外
部
か
ら
情
報
が
入
る
こ
と
を
極
度
に
警
戒
し
て
い
た
せ
い
で

あ
ろ
う
。
そ
の
後
も
台
湾
の
知
人
・
友
人
の
招
き
で
何
度
か
台
湾
を
訪
れ
た
。
戒
厳
令
が
布
か
れ
国
民
党
以
外
の
政
治
活
動
が
禁
止
さ
れ

て
い
た
時
期
に
、
自
分
た
ち
の
主
張
を
非
合
法
的
に
し
か
開
陳
で
き
な
い
人
達
に
会
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
戒
厳
令
が
解
か
れ
、
李

登
輝
の
指
導
下
に
台
湾
の
自
由
化
・
民
主
化
が
徐
々
に
進
ん
で
行
く
過
程
で
、
人
権
の
国
際
的
保
障
に
つ
い
て
講
演
し
た
り
、
日
本
の
裁

判
所
へ
私
が
専
門
意
見
を
提
出
し
た
光
華
寮
事
件
の
話
を
し
た
り
も
し
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
人
権
の
問
題
に
か
か
わ
る
台
湾
の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
台
湾
の
歴
史
を
で
き
る
か
ぎ
り
客
観
的
に
跡

づ
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
台
湾
の
歴
史
を
い
く
つ
か
の
時
期
に
区
切
っ
て
振
り
返
り
、
次
い
で
第
二
次
世
界
大
戦
後
と

く
に
日
本
の
政
府
承
認
政
策
変
更
後
の
台
湾
と
日
本
の
関
係
を
分
析
し
、
最
後
に
人
権
問
題
を
含
む
台
湾
の
課
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
順

序
を
選
び
た
い
。2

台
湾
の
歴
史

2
―
１
　
清
朝
ま
で
（
〜
19
世
紀
）

「
台
湾
」
に
つ
な
が
り
得
る
記
述
と
し
て
は
、
３
世
紀
三
国
時
代
の
歴
史
書
に
「
夷
洲
（Y

ijhou

）」、
７
世
紀
の
隋
書
に
２
代
煬
帝
の

東
夷
（E
ast

Y
i

）
ま
た
は
「
流
求
（L

iouciou

）」
討
伐
、
な
ど
の
言
及
が
あ
る
こ
と
が
、
19
世
紀
に
西
欧
の
学
者
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て

い
た
。
し
か
し
、
最
近
の
研
究
に
よ
り
、
こ
れ
ら
は
否
定
さ
れ
、
12
〜
13
世
紀
に
南
宋
の
史
書
に
出
て
く
るL

iouciou

も
隋
書
か
ら
引
用

さ
れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
む
し
ろ
蒙
古
族
の
元
朝
の
海
外
進
攻
に
関
連
し
て
、「
島
夷
誌
略
（A

B
rief
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R
ecord

of
the

Island
B

arbarians

）」
の
な
か
で
「
澎
湖
（the

Penghu
A

rchipelago

）」
の
名
称
が
現
れ
、
続
い
て
言
及
さ
れ
るL

iouciou
が
台
湾
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
澎
湖
諸
島
は
大
陸
に
よ
り
近
く
、
す
ぐ
れ
た
漁
場
で
も
あ
っ
た
の
で
、
対
岸
の
福
建
・

広
東
地
方
の
漁
民
の
な
か
に
は
移
住
す
る
者
も
見
ら
れ
、
元
朝
は
監
察
吏
を
派
遣
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
台
湾
本
島
を
支
配
す
る
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
状
況
は
14
世
紀
以
降
明
朝
に
持
ち
越
さ
れ
、
と
く
に
海
賊
や
密
輸
の
対
策
と
し
て
、
澎
湖
諸
島
に
軍
隊
が
派
遣
さ

れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
短
期
間
か
つ
断
続
的
で
し
か
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、
15
世
紀
初
頭
か
ら
30
年
に
及
ぶ
鄭
和
の
南
海

遠
征
軍
は
、
台
南
に
寄
港
し
た
と
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

同
じ
頃
、
ス
ペ
イ
ン
と
世
界
の
海
を
二
分
し
て
東
進
し
て
き
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
海
上
か
ら
台
湾
島
を
展
望
し
、Ilha

form
osa

!

（
う

る
わ
し
の
し
ま
、
美
麗
島
）
と
呼
ん
だ
の
が
、
欧
米
語Form

osa

の
語
源
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
西
欧
の
台
湾

進
出
の
先
駆
け
と
な
っ
た
が
、
１
６
２
４
年
に
は
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
が
中
国
・
日
本
と
の
通
商
基
地
と
し
て
台
南
一
帯
を
占
拠
し

て
築
城
し
、
こ
れ
に
対
抗
し
て
ス
ペ
イ
ン
が
北
部
の
淡
水
や
基
隆
に
城
を
築
い
た
。
両
国
間
の
争
い
は
１
６
４
４
年
に
は
台
湾
の
独
占
を

狙
う
オ
ラ
ン
ダ
の
勝
利
に
終
わ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
年
に
明
朝
は
満
州
族
の
清
朝
に
滅
ぼ
さ
れ
、
そ
の
再
興
を
図
る
鄭
成
功
が
１
６

６
１
年
に
は
大
軍
を
率
い
て
台
湾
に
上
陸
し
、
オ
ラ
ン
ダ
人
を
駆
逐
し
て
台
南
地
域
を
中
心
に
南
部
の
開
拓
に
着
手
し
た
。
か
れ
は
対
岸

の
福
建
省
か
ら
移
民
を
誘
致
す
る
と
と
も
に
、
戦
時
に
は
兵
と
な
る
農
民
の
育
成
に
努
め
た
。
だ
が
、
鄭
氏
の
台
湾
支
配
は
短
命
で
、
か

れ
の
死
後
、
１
６
８
３
年
に
は
台
湾
は
清
朝
の
領
域
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
。

清
朝
の
統
治
下
に
台
湾
の
開
拓
は
さ
ら
に
進
め
ら
れ
、
福
建
省
、
広
東
省
か
ら
の
移
民
も
増
加
し
、
17
世
紀
末
に
は
中
部
、
18
世
紀
に

は
北
部
も
開
拓
さ
れ
、
１
８
８
５
年
に
は
福
建
省
か
ら
分
離
独
立
し
て
「
台
湾
省
」（
澎
湖
諸
島
を
含
む
）
と
な
る
に
至
っ
た
。
け
れ
ど

も
、
19
世
紀
末
の
日
清
戦
争
の
結
果
、
下
関
条
約
に
よ
り
、
台
湾
は
清
国
か
ら
日
本
へ
割
譲
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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2
―
２
　
日
本
の
統
治
時
代
（
１
８
９
５
〜
１
９
４
５
）

台
湾
に
対
す
る
日
本
の
支
配
は
、
い
わ
ゆ
る
直
接
統
治
方
式
を
と
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
総
督
を
頂
点
と
す
る
官
僚
機
構
の
官
吏
や
郡
長
、

市
長
は
す
べ
て
日
本
人
が
任
命
さ
れ
、
台
湾
銀
行
の
よ
う
な
主
要
な
金
融
機
関
の
行
員
も
、
ほ
と
ん
ど
日
本
人
で
あ
っ
た
。
日
本
の
支
配

に
対
し
て
は
、
当
初
か
ら
漢
族
系
官
・
民
の
激
し
い
武
力
抵
抗
が
見
ら
れ
、
こ
れ
を
日
本
側
は
ア
メ
と
ム
チ
の
政
策
を
と
お
し
て
厳
し
く

弾
圧
し
た
。
日
本
の
支
配
は
ま
た
、
分
割
統
治
の
形
態
を
と
り
、
住
民
の
戸
籍
に
種
族
欄
を
設
け
て
、
内
地
人
（
日
本
人
）、
本
島
人

（
福
建
人
、
広
東
人
、
先
住
民
＝
熟
蕃
人
・
生
蕃
人
）、
支
那
人
（
中
国
国
籍
の
漢
人
）
と
記
入
さ
せ
る
な
ど
、divide

and
rule

政
策
も
と

ら
れ
た
。
漢
族
系
の
武
装
抗
日
運
動
は
１
９
１
５
年
の
大
弾
圧
に
よ
り
一
応
終
息
し
た
が
、
地
下
運
動
の
形
態
に
よ
る
中
国
復
帰
・
植
民

地
解
放
運
動
は
第
二
次
大
戦
の
終
了
ま
で
継
続
し
た
、
と
い
わ
れ
る
。
他
方
、
大
戦
中
も
住
民
の
皇
民
化
運
動
は
強
化
さ
れ
、
種
族
の
区

別
な
く
戦
争
に
駆
り
立
て
ら
れ
た
。

経
済
に
つ
い
て
も
、
日
本
中
心
の
政
策
が
と
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
台
湾
か
ら
日
本
に
対
し
て
米
、
砂
糖
、
茶
、
バ
ナ
ナ
、
シ
ョ
ウ
ノ

ウ
、
塩
や
工
業
用
原
料
の
輸
出
が
求
め
ら
れ
、
と
く
に
米
と
砂
糖
の
生
産
が
奨
励
さ
れ
た
。
潅
漑
用
施
設
や
輸
送
手
段
も
そ
の
目
的
に
沿

う
て
開
発
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
台
湾
統
治
は
植
民
地
支
配
の
枠
を
免
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
が
台
湾
の
近
代
化
に
与
え
た
影
響
は
決
し
て
小
さ
く

は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
関
税
制
度
や
通
貨
の
統
一
、
土
地
の
測
量
と
土
地
改
革
、
住
民
登
録
制
度
な
ど
を
含
む
イ
ン
フ
ラ
・
ス
ト
ゥ
ラ

ク
チ
ャ
ー
の
整
備
、
初
等
・
中
等
教
育
の
普
及
と
日
本
人
向
け
高
等
教
育
の
導
入
、
農
業
技
術
の
改
良
、
台
湾
の
南
北
や
北
東
部
を
繋
ぐ
鉄

道
・
道
路
の
建
設
、
郵
便
・
電
信
・
電
話
施
設
の
開
設
、
発
電
所
の
開
発
・
整
備
、
そ
れ
に
伴
う
繊
維
・
セ
メ
ン
ト
な
ど
軽
工
業
の
ち
に
は

重
工
業
の
開
発
、
近
代
的
法
制
度
の
導
入
、
地
方
行
政
制
度
の
整
備
と
勅
選
・
民
選
で
構
成
す
る
地
方
協
議
会
の
設
置
、
纏
足
禁
止
・
短
髪
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奨
励
や
公
共
衛
生
制
度
・
標
準
時
の
導
入
に
よ
る
社
会
の
近
代
化
な
ど
、
従
前
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
変
革
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

2
―
３
　
国
民
党
の
独
裁
政
治

第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
日
本
の
敗
戦
と
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
に
よ
り
、
日
本
の
領
域
は
本
州
・
北
海
道
・
四
国
・
九
州
と
周
辺

の
小
諸
島
に
限
定
さ
れ
、
ま
た
カ
イ
ロ
宣
言
に
従
い
台
湾
・
澎
湖
諸
島
な
ど
を
「
中
華
民
国
」
に
返
還
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
カ
イ
ロ
宣

言
は
１
９
４
３
年
当
時
、
蒋
介
石
が
中
国
を
代
表
す
る
資
格
で
参
加
し
た
文
書
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
と
い
う
共
通
の
敵
が
無
く
な
っ

た
中
国
大
陸
で
は
、
蒋
介
石
傘
下
の
国
民
党
軍
と
毛
沢
東
の
率
い
る
共
産
党
軍
と
の
内
戦
が
再
発
し
た
が
、
戦
闘
は
後
者
の
優
位
に
展
開

し
、
前
者
は
台
湾
・
澎
湖
諸
島
地
域
に
追
い
落
と
さ
れ
た
。
か
く
し
て
１
９
４
９
年
10
月
、
北
京
に
お
け
る
中
華
人
民
共
和
国
政
府
（
北

京
政
府
）
の
樹
立
宣
言
に
並
行
し
て
、
中
華
民
国
政
府
（
台
北
政
府
）
は
首
都
の
台
北
移
転
を
発
表
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

台
湾
で
は
、
数
世
代
に
亘
る
漢
族
を
中
心
と
し
た
居
住
民
を
内
省
人
、
第
二
次
大
戦
以
後
に
大
陸
か
ら
逃
れ
て
き
た
国
民
党
関
係
者
と

そ
の
子
孫
を
外
省
人
、
と
呼
ん
で
区
別
す
る
。
そ
し
て
、
大
戦
末
期
以
降
台
湾
に
入
っ
て
き
た
外
省
人
の
横
暴
に
対
す
る
内
省
人
の
憤

り
・
不
満
は
、
１
９
４
７
年
２
月
27
日
夕
刻
に
闇
タ
バ
コ
摘
発
中
の
公
務
員
と
警
察
官
が
一
女
性
に
暴
行
・
傷
害
を
加
え
た
事
件
を
契
機

と
し
て
、
瞬
く
間
に
台
湾
全
土
に
広
が
り
、
激
し
い
自
治
拡
大
の
要
求
が
高
ま
っ
た
。
こ
の
二
・
二
八
蜂
起
は
軍
隊
も
出
動
す
る
大
弾
圧

に
よ
り
鎮
圧
さ
れ
た
が
、
土
着
の
知
識
層
や
指
導
者
に
５
、
０
０
０
人
以
上
の
死
者
を
含
む
多
数
の
犠
牲
が
出
た
と
い
わ
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
蒋
介
石
と
そ
の
側
近
を
中
核
と
す
る
国
民
党
政
権
は
、
１
９
４
６
年
に
国
民
党
が
一
方
的
に
開
い
た
制
憲
会
議
で

”中

華
民
国
憲
法
“
を
採
択
し
、
国
民
大
会
を
政
権
行
使
の
最
高
機
関
と
定
め
た
。
ま
た
翌
47
年
、
同
様
に
国
民
党
が
一
方
的
に
実
施
し
た
第
一

回
選
挙
で
国
民
大
会
の
代
表
を
選
出
し
、
若
干
の
補
充
を
除
く
ほ
か
、
ご
く
最
近
に
至
る
ま
で
、
改
選
は
ま
っ
た
く
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
最
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高
機
関
の
頂
点
に
は
、
国
民
大
会
が
選
出
す
る
総
統
が
位
置
す
る
が
、
１
９
５
０
年
か
ら
75
年
の
死
去
ま
で
蒋
介
石
が
、
78
年
か
ら
88
年
の

死
去
ま
で
息
子
の
蒋
経
国
が
、
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
た
。
立
法
機
関
と
し
て
は
立
法
院
が
あ
る
が
、
国
民
大
会
と
同
様
、
改
選
が
ま
っ
た
く
行

わ
れ
ず
、
終
身
議
員
的
な
状
況
が
長
期
に
わ
た
り
継
続
し
た
。

こ
う
し
た
国
民
党
独
裁
政
権
の
元
で
、
台
湾
の
政
治
的
自
由
は
圧
殺
さ
れ
た
。
二
・
二
八
事
件
の
再
来
を
怖
れ
る
国
民
党
政
府
は
、
戒

厳
令
を
布
い
て
憲
法
を
停
止
し
、
国
民
党
以
外
の
政
党
活
動
を
認
め
な
か
っ
た
。
反
政
府
派
は
徹
底
的
に
弾
圧
さ
れ
、
弾
圧
を
逃
れ
て
ア

メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
な
ど
海
外
へ
移
住
し
た
人
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
美
麗
島
事
件
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
政
治
的
冤
罪
事
件
も
発
生
し

た
。
多
く
の
内
省
人
の
目
に
は
、
日
本
の
植
民
地
支
配
か
ら
か
れ
ら
を
解
放
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
国
民
党
に
代
表
さ
れ
る
外
省
人
の
統
治

は
、
逆
に
、
植
民
地
支
配
者
よ
り
も
よ
り
苛
酷
な
圧
政
と
映
っ
た
の
で
あ
る
。
台
東
の
沖
合
に
浮
か
ぶ
緑
島
（
グ
リ
ー
ン
・
ア
イ
ラ
ン
ド
）

の
平
和
公
園
は
、
国
民
党
独
裁
期
の
政
治
犯
収
容
施
設
を
反
面
教
師
と
し
て
活
用
し
た
観
光
所
に
な
っ
て
い
る
。

国
民
党
支
配
は
、
さ
ら
に
二
つ
の
問
題
を
生
じ
た
。
そ
の
一
つ
は
、
”大
陸
反
抗
“
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は

”漢
文
化

の
優
越
性
“
で
あ
る
。
前
者
は
、
毛
沢
東
の
共
産
党
軍
に
敗
れ
た
蒋
介
石
の
悲
願
で
あ
っ
た
。
中
国
本
土
の
武
力
に
よ
る
統
一
を
目
指
し

て
い
た
蒋
介
石
に
と
っ
て
、
台
湾
は
い
つ
か
本
土
復
帰
を
試
み
る
た
め
の
一
時
的
軍
事
基
地
で
し
か
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
台
湾
の

民
生
安
定
や
経
済
開
発
は
い
わ
ば
手
段
で
あ
り
、
目
的
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
既
存
の
台
湾
文
化
は
一
段
下
位
の
存
在
で
あ
り
、
本
土

の
漢
文
化
に
即
し
て
変
え
ら
れ
高
め
ら
れ
る
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
本
省
人
の
意
識
に
は
、
台
湾
的
な
も
の
と
の
一
体
化
は
は
じ

め
か
ら
存
在
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。

台
湾
の
国
際
関
係
に
と
っ
て
、
こ
の
時
期
の
き
わ
め
て
重
要
な
出
来
事
に
、
国
際
連
合
に
お
け
る
中
国
代
表
権
の
交
替
が
挙
げ
ら
れ
る
。

周
知
の
と
お
り
、
国
連
憲
章
の
起
草
当
時
か
ら
国
連
活
動
に
中
国
を
代
表
し
て
参
加
し
て
き
た
の
は
、
中
華
民
国
政
府
（
台
北
政
府
）
で

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
１
９
４
９
年
末
、
北
京
に
中
華
人
民
共
和
国
政
府
（
北
京
政
府
）
の
樹
立
が
宣
言
さ
れ
る
と
周
恩
来
首
相
は
直
ち
に
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国
際
連
合
に
連
絡
し
、
前
者
に
替
わ
っ
て
後
者
が
国
際
連
合
で
中
国
の
代
表
権
を
行
使
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
手
続
き
を
と
る
べ

き
か
を
問
い
合
わ
せ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
１
９
５
０
年
の
国
連
総
会
決
議
は
、
憲
章
の
目
的
・
原
則
と
個
々
の
場
合
の
事
情
に
応
じ
て
処

理
す
べ
き
こ
と
を
確
認
し
た
。
し
か
し
、
国
連
軍
が
派
遣
さ
れ
た
朝
鮮
戦
争
に
関
連
し
て
人
民
共
和
国
政
府
が
侵
略
者
と
認
定
さ
れ
た
事

実
や
東
西
冷
戦
の
激
化
を
反
映
し
て
、
以
後
20
年
の
あ
い
だ
中
国
代
表
権
は
変
更
さ
れ
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
間
、
人
民
共
和
国

政
府
の
国
際
社
会
に
対
す
る
影
響
力
の
拡
大
を
背
景
に
、
中
国
の
政
府
承
認
を
台
北
政
府
か
ら
北
京
政
府
へ
切
り
替
え
る
国
家
が
次
第
に

増
え
、
か
つ
米
国
大
統
領
の
突
然
の
北
京
訪
問
も
あ
っ
て
、
１
９
７
１
年
に
は
国
際
連
合
に
お
け
る
中
国
代
表
権
を
中
華
民
国
政
府
か
ら

中
華
人
民
共
和
国
政
府
へ
切
り
替
え
る
総
会
決
議
が
成
立
し
た
。
中
華
民
国
は
こ
の
決
議
の
採
択
に
先
立
っ
て
、
国
際
連
合
か
ら
の
脱
退

を
宣
言
し
、
そ
の
後
は
国
際
社
会
で
孤
立
を
深
め
て
行
く
。
も
っ
と
も
、
3
―
３

で
見
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
台
湾
が
国
際
社
会
で
他
国

と
あ
ら
ゆ
る
関
係
を
断
つ
こ
と
で
は
な
か
っ
た
点
に
、
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
―
４
　
李
登
輝
の
改
革

蒋
経
国
・
総
統
の
も
と
で
副
総
統
を
務
め
た
の
は
、
本
省
人
で
あ
る
李
登
輝
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
１
９
８
７
年
に
、
38
年
間
続
い
た
戒

厳
令
が
解
除
さ
れ
た
。
翌
88
年
に
は
蒋
経
国
が
死
去
し
、
李
登
輝
が
総
統
の
地
位
に
就
い
た
。
そ
し
て
か
れ
の
指
導
下
に
、
そ
の
後
12
年

に
わ
た
る
台
湾
民
主
化
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

１
９
９
１
年
に
は
、
”大
陸
反
抗
“
の
法
的
根
拠
で
あ
っ
た
憲
法
の
臨
時
条
項
が
廃
止
さ
れ
、
台
湾
は
中
華
人
民
共
和
国
の
存
在
を
認

め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
時
に
、
中
華
民
国
の
統
治
の
範
囲
が
台
湾
、
澎
湖
諸
島
、
金
門
・
馬
祖
両
島
に
限
定
さ
れ
た
。
同
年
か
ら
翌
92

年
に
か
け
て
、
国
民
大
会
と
立
法
院
が
全
面
的
に
改
革
さ
れ
、
住
民
の
直
接
選
挙
に
よ
り
議
員
が
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
１
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９
９
６
年
に
は
、
総
統
そ
の
人
が
台
湾
住
民
の
直
接
投
票
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
改
革
は
、
六
度
の
憲
法
改
正
を
経
て
、
住
民

の
自
由
か
つ
自
主
的
な
意
思
表
示
に
よ
り
、
成
し
遂
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
台
湾
に
政
治
的
自
由
と
民
主
主
義
を
根
付
か
せ
る
法
的
基

礎
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

李
登
輝
に
続
い
て
、
総
統
に
選
出
さ
れ
た
の
は
、
独
立
志
向
の
強
い
民
進
党
を
代
表
す
る
陳
水
扁
で
あ
り
、
２
期
８
年
に
お
よ
ぶ
か
れ

の
任
期
中
に
、
台
湾
の
政
治
と
社
会
の
自
由
化
・
民
主
化
は
さ
ら
に
進
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
李
登
輝
以
来
の
科
学
・
技
術
開
発
の
恩
恵
を

受
け
て
、
台
湾
は
目
覚
ま
し
い
経
済
的
発
展
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
。

他
方
、
中
華
人
民
共
和
国
は
建
国
以
来
、
台
湾
が
中
国
の
不
可
分
の
一
部
で
あ
る
、
と
の
主
張
を
と
り
続
け
て
お
り
、
世
界
の
各
国
が

中
国
の
政
府
承
認
を
台
北
政
府
か
ら
北
京
政
府
へ
切
り
替
え
る
機
会
を
把
え
て
、
国
際
社
会
に
自
ら
の
主
張
を
受
け
容
れ
さ
せ
よ
う
と
努

め
て
き
た
。
ま
た
、
中
国
本
土
の
経
済
の
自
由
化
促
進
に
よ
る
経
済
発
展
の
影
響
を
台
湾
に
広
げ
、
台
湾
か
ら
本
土
向
け
投
資
の
奨
励
を

通
じ
て
台
湾
経
済
の
大
陸
依
存
度
を
高
め
、
そ
の
取
り
込
み
を
図
っ
て
き
て
い
る
。

2
―
５
　
馬
英
九
の
総
統
就
任
と
政
策

こ
う
し
た
情
勢
の
な
か
、
２
０
０
８
年
春
の
総
統
選
挙
で
、
民
進
党
の
謝
候
補
を
破
り
、
馬
英
九
・
国
民
党
候
補
が
選
出
さ
れ
た
。
国

民
党
は
総
統
選
挙
に
先
立
つ
立
法
院
議
員
選
挙
で
も
勝
利
を
収
め
て
お
り
、
両
選
挙
の
結
果
に
見
る
か
ぎ
り
、
住
民
の
多
数
は
大
陸
中
国

と
よ
り
融
和
的
な
国
民
党
の
政
策
を
選
ん
だ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

も
っ
と
も
、
国
民
党
の
政
策
も
蒋
介
石
親
子
の
時
代
と
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
第
一
に
、
”大
陸
反
抗
“
は
も
は
や
国
民
党
も
唱

え
て
い
な
い
。
第
二
に
、
李
登
輝
に
続
く
民
進
党
の
政
権
運
営
を
と
お
し
て
、
台
湾
住
民
の
政
治
的
意
識
も
大
き
く
様
変
わ
り
し
て
い
る
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よ
う
に
見
受
け
ら
れ
、
国
民
党
も
そ
の
こ
と
を
無
視
も
し
く
は
軽
視
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
馬
英
九
自
身
も
、
対
中
国
大
陸
政
策
と
し

て
「
無
の
三
原
則
」
を
掲
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
台
湾
の
独
立
は
無
い
、
武
力
の
行
使
は
無
い
、
大
陸
に
よ
る
台
湾
の
併
合
は
無
い
、

の
三
無
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
あ
る
意
味
で
、
現
状
維
持
の
政
策
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
の
政
策
の
具
体
化
も
台
湾
住
民
の

意
思
を
踏
ま
え
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
ろ
う
。

3

日
本
と
の
関
係

こ
こ
で
台
湾
と
日
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
が
、
日
本
の
統
治
時
代
（
１
８
９
５
〜
１
９
４
５
）
に
つ
い
て
は
先
に
触
れ
た
の

で
、
以
下
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
日
本
の
敗
北
、
対
日
平
和
条
約
と
日
華
平
和
条
約
の
締
結
、
日
本
の
中
国
政
府
承
認
の
切

り
替
え
、
の
三
点
を
中
心
に
時
期
を
区
切
っ
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

3
―
１
　
日
本
の
敗
戦
（
１
９
４
５
）

１
９
４
５
年
の
夏
、
連
合
国
の
発
し
た
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
日
本
が
受
諾
し
て
降
伏
し
、
同
宣
言
に
盛
り
込
ま
れ
た
カ
イ
ロ
宣
言
に
従
っ

て
、
日
本
が
台
湾
や
澎
湖
諸
島
を
中
華
民
国
に
返
還
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
こ
と
は
、
先
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
台
湾
に
は
当
時
、
軍

民
合
わ
せ
て
相
当
数
の
日
本
人
が
居
た
が
、
ま
ず
軍
関
係
者
つ
い
で
民
間
人
が
日
本
へ
引
き
揚
げ
た
。
日
本
の
敗
戦
後
、
大
陸
か
ら
台
湾

に
入
っ
て
き
た
国
民
党
軍
を
中
核
と
す
る
外
省
人
と
内
省
人
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
す
で
に
触
れ
た
。
た
だ
し
日
本
の
敗
戦
当
時
、
台

湾
お
よ
び
澎
湖
諸
島
の
住
民
は
日
本
国
籍
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
っ
て
、
事
実
上
中
華
民
国
の
支
配
下
に
入
っ
た
か
れ
ら
を
平
和
条
約
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の
発
効
ま
で
い
か
に
扱
う
か
、
ま
た
こ
の
地
域
に
所
在
す
る
日
本
と
日
本
人
の
財
産
を
い
か
に
処
理
す
る
か
、
は
残
さ
れ
た
問
題
で
あ
っ

た
。

3
―
２
　
対
日
平
和
条
約
（
１
９
５
１
）
と
日
華
平
和
条
約
（
１
９
５
２
）

１
９
５
１
年
９
月
８
日
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
署
名
さ
れ
た
対
日
平
和
条
約
は
、
翌
52
年
４
月
28
日
に
発
効
し
た
。
し
か
し
、
同
会

議
の
二
主
催
国
の
う
ち
、
英
国
が
中
華
人
民
共
和
国
政
府
を
承
認
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
米
国
が
中
華
民
国
政
府
を
承
認
し
続
け

て
い
た
た
め
結
局
、
中
国
の
代
表
は
同
会
議
に
招
請
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
中
国
に
つ
い
て
は
、
同
条
約
26
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
同

条
約
と
実
質
的
に
お
な
じ
条
件
で
別
個
の
平
和
条
約
を
締
結
す
る
こ
と
と
な
り
、
対
日
平
和
条
約
の
発
効
日
に
、
台
北
で
日
華
平
和
条
約

が
署
名
さ
れ
た
。
日
華
平
和
条
約
は
同
年
８
月
５
日
に
発
効
し
た
。

日
華
平
和
条
約
は
、
両
国
間
の
戦
争
状
態
の
終
了
、
台
湾
・
澎
湖
諸
島
に
対
す
る
日
本
の
権
利
放
棄
、
を
規
定
し
た
ほ
か
、
付
属
議
定

書
は
、
対
日
平
和
条
約
14
条
(a)
１
に
基
づ
く
現
物
賠
償
請
求
の
権
利
を
中
華
民
国
が
放
棄
す
る
こ
と
を
定
め
た
。
ま
た
、
台
湾
・
澎
湖
諸

島
に
所
在
す
る
日
本
と
日
本
人
の
財
産
お
よ
び
請
求
権
で
あ
っ
て
中
華
民
国
と
地
域
住
民
に
対
す
る
も
の
、
逆
に
、
日
本
に
所
在
す
る
中

華
民
国
と
当
該
地
域
住
民
の
財
産
お
よ
び
請
求
権
で
あ
っ
て
日
本
と
日
本
人
に
対
す
る
も
の
、
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
両
国
間
の
特
別
取

極
に
委
ね
る
こ
と
と
し
た
。
さ
ら
に
、
日
華
平
和
条
約
に
い
う
「
中
華
民
国
の
国
民
」
に
は
、
”台
湾
・
澎
湖
諸
島
の
現
在
お
よ
び
過
去

の
住
民
と
そ
の
子
孫
で
、
中
華
民
国
の
法
令
に
よ
り
中
国
の
国
籍
を
有
す
る
者
“
が
含
ま
れ
る
、
と
規
定
し
た
の
で
あ
る
。

3
―
３
　
日
本
の
中
国
政
府
承
認
切
り
替
え
（
１
９
７
２
）
と
そ
の
後
の
日
台
関
係
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日
華
平
和
条
約
が
締
結
さ
れ
た
１
９
５
２
年
以
降
、
少
な
く
と
も
国
際
連
合
に
お
け
る
中
国
代
表
権
が
切
り
替
え
ら
れ
た
１
９
７
１
年

ま
で
の
期
間
、
日
本
は
国
際
関
係
に
お
い
て
中
国
を
代
表
す
べ
き
政
府
は
中
華
民
国
政
府
で
あ
る
、
と
の
建
前
を
貫
い
て
き
た
。
し
か
し
、

国
連
代
表
権
の
切
り
替
え
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、
国
際
社
会
の
大
勢
は
中
華
人
民
共
和
国
政
府
こ
そ
国
際
社
会
に
お
い
て
中
国
を
代
表
す

べ
き
政
府
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
方
向
へ
動
い
て
お
り
、
日
本
も
つ
い
に
方
針
を
転
換
し
た
。
す
な
わ
ち
、
１
９
７
２
年
９
月
29
日
の
日

中
共
同
声
明
に
よ
っ
て
、
日
本
国
政
府
は
「
中
華
人
民
共
和
国
政
府
が
中
国
の
唯
一
の
合
法
政
府
で
あ
る
こ
と
を
承
認
す
る
」
と
と
も
に
、

「
台
湾
が
中
華
人
民
共
和
国
の
領
土
の
不
可
分
の
一
部
で
あ
る
」
と
い
う
北
京
政
府
の
「
立
場
を
十
分
理
解
し
、
尊
重
」
す
る
こ
と
を
明

言
し
た
の
で
あ
る
。

実
は
北
京
政
府
は
、
日
本
政
府
が
北
京
政
府
の
上
記
の
立
場
を
「
承
認
す
る
」
こ
と
を
求
め
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
政
府
は
、

「
十
分
理
解
し
、
尊
重
」
す
る
と
い
う
文
言
に
続
け
て
、
日
本
は
「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
第
八
項
に
基
づ
く
立
場
を
堅
持
す
る
」
と
の
文
言
を

加
え
た
。
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
第
八
項
は
「
カ
イ
ロ
宣
言
の
条
項
は
、
履
行
せ
ら
る
べ
く
、
又
日
本
国
の
主
権
は
、
本
州
、
北
海
道
、
九
州
及

四
国
並
に
﹇
連
合
国
﹈
の
決
定
す
る
諸
小
島
に
局
限
せ
ら
る
べ
し
」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
日
本
と
し
て
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
に
盛
り

込
ま
れ
た
カ
イ
ロ
宣
言
の
規
定
ど
お
り
、”台
湾
・
澎
湖
諸
島
は
、
１
９
４
５
年
に
お
い
て
日
本
が
中
国
を
代
表
す
る
と
見
な
し
て
い
た
中

華
民
国
へ
返
還
す
る
“
と
の
立
場
を
貫
い
た
わ
け
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
の
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
”台
湾
・
澎
湖
諸
島
が
現
在
、
中
華
民

国
を
名
乗
る
政
権
の
支
配
下
に
あ
り
、
か
つ
北
京
政
府
の
支
配
下
に
置
か
れ
た
こ
と
が
な
い
“
事
実
を
認
識
せ
ざ
る
を
え
な
い
旨
を
明
ら

か
に
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
北
京
政
府
は
、「
１
９
５
２
年
の
日
華
平
和
条
約
が
違
法
・
無
効
で
あ
り
、
日
本
は
中
華
人
民
共
和
国
と
の
戦
争
状
態
が
終
了
す

る
」
こ
と
を
共
同
声
明
で
日
本
政
府
が
認
め
る
よ
う
に
要
求
し
て
い
た
。
し
か
し
日
本
政
府
は
、
”日
華
平
和
条
約
は
１
９
５
２
年
に
有

効
に
締
結
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
に
お
い
て
中
国
を
代
表
す
る
と
見
な
し
て
い
た
中
華
民
国
政
府
と
の
あ
い
だ
で
「
戦
争
状
態
の
終
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了
」
を
認
め
た
以
上
、
現
在
に
お
い
て
中
国
を
代
表
す
る
中
華
人
民
共
和
国
政
府
と
の
あ
い
だ
で
、
ふ
た
た
び
戦
争
状
態
の
終
了
を
認
め

る
必
要
は
な
い
“
と
の
立
場
を
維
持
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
共
同
宣
言
で
は
「
日
本
国
と
中
華
人
民
共
和
国
と
の
間
の
こ
れ
ま
で

の
不
正
常
な
状
態
は
、
こ
の
共
同
声
明
が
発
出
さ
れ
る
日
に
終
了
す
る
」
と
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
う
え
で
、
日
本
は
外
務

大
臣
の
談
話
と
し
て
、
共
同
声
明
の
結
果

”日
華
平
和
条
約
は
存
続
の
意
義
を
失
い
、
終
了
し
た
“
旨
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
共
同
声
明
と
そ
れ
を
踏
ま
え
て
１
９
７
８
年
に
締
結
さ
れ
た
日
中
平
和
友
好
条
約
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
台
湾
と
日
本
と
の

関
係
が
完
全
に
途
絶
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
政
府
承
認
の
切
り
替
え
後
も
、
両
者
間
の
非
公
式
・
私
的
な
諸
関
係
は
継
続
し
て
い
る
。
台

湾
と
日
本
と
の
船
舶
・
航
空
機
の
往
来
、
私
的
な
交
易
、
そ
れ
ら
に
伴
う
人
の
交
流
や
相
互
訪
問
な
ど
は
、
民
間
協
定
の
形
態
で
そ
れ
ま

で
と
変
わ
り
な
く
続
い
て
い
る
。
ま
た
、
台
北
に
は
交
流
協
会
、
東
京
に
は
経
済
文
化
代
表
処
が
置
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本
、
中
華
民
国

の
関
係
者
が
派
遣
さ
れ
、
業
務
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
日
本
以
外
の
諸
国
の
う
ち
、
日
本
と
同
様
に
「
台
湾
が
中
華
人
民
共

和
国
の
一
部
で
あ
る
」
こ
と
を

”承
認
“
し
な
か
っ
た
国
家
も
採
択
し
て
い
る
方
式
で
あ
り
、
欧
米
の
ほ
と
ん
ど
の
国
家
が
こ
れ
に
属
す

る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
諸
国
と
中
華
民
国
と
の
あ
い
だ
に
は
、
国
家
対
国
家
の
公
式
な
関
係
は
存
在
し
て
い
な
い
。

4

台
湾
の
課
題

最
後
に
、
将
来
へ
向
け
た
台
湾
の
課
題
を
、
大
陸
と
の
関
係
、
人
権
、
自
決
、
の
三
つ
の
視
点
か
ら
検
討
し
て
お
こ
う
。

4
―
１
　
大
陸
と
の
関
係
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台
湾
に
と
っ
て
も
っ
と
も
基
本
的
な
課
題
は
、
大
陸
中
国
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
処
理
す
る
か
、
で
あ
ろ
う
。
北
京
政
府
は
、
2
―

４
で
見
た
と
お
り
、「
台
湾
、
澎
湖
諸
島
は
中
国
の
不
可
分
の
一
部
で
あ
る
」
と
の
立
場
を
と
り
続
け
て
き
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

日
本
を
含
む
多
数
の
国
家
（
と
く
に
欧
米
諸
国
）
は
、
そ
の
立
場
を
理
解
す
る
が
、
そ
の
地
域
が
こ
れ
ま
で
中
華
人
民
共
和
国
の
支
配
下

に
入
っ
た
こ
と
は
な
く
、
現
に
入
っ
て
い
な
い
、
と
の
認
識
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
し
か
も
、
中
国
の
政
府
承
認
を
台
北
政
府
か
ら
北

京
政
府
に
切
り
替
え
て
以
後
も
、
民
間
協
定
の
形
態
で
以
前
と
同
様
の
関
係
を
台
湾
と
の
あ
い
だ
で
維
持
し
続
け
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ

れ
ら
諸
国
と
中
華
民
国
ま
た
は
台
湾
と
の
あ
い
だ
に
は
公
式
の
関
係
は
存
在
し
な
い
。

こ
う
し
た
状
態
は
、
台
湾
の
人
び
と
に
と
っ
て
、
納
得
し
が
た
い
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
民
進
党
が
提
唱
す
る
よ
う
に
、
中
国

か
ら
の
分
離
・
独
立
を
宣
言
し
な
い
か
ぎ
り
、
こ
の
す
っ
き
り
し
な
い
関
係
は
解
消
し
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ

れ
は
台
湾
の
人
び
と
自
身
が
決
め
る
べ
き
課
題
で
あ
る
。
た
だ
し
北
京
政
府
は
、
分
離
・
独
立
を
阻
止
す
る
た
め
に
は
、
あ
え
て
武
力
の

行
使
も
辞
さ
な
い
、
と
い
い
続
け
て
お
り
、
仮
に
そ
の
よ
う
な
事
態
に
な
れ
ば
、
日
本
や
欧
米
諸
国
と
り
わ
け
米
国
が
、
武
力
で
も
っ
て

台
湾
の
動
き
を
支
持
す
る
こ
と
は
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
う
す
る
こ
と
が
台
湾
や
中
国
大
陸
の
人
び
と
に
と
っ
て
、
幸
せ
で

あ
る
と
断
言
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
の
諸
国
は
い
ず
れ
も
、
台
中
関
係
の
平
和
的
解
決
を
望
む
、
と
声
明
し
て
い
る
。
あ
の
コ
ソ
ヴ
ォ
で
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
旧
ユ

ー
ゴ
や
セ
ル
ビ
ア
の
集
団
殺
害
的
な
武
力
弾
圧
に
対
し
て
は
、
国
際
連
合
が
非
難
し
介
入
し
て
暫
定
統
治
を
続
け
、
結
局
コ
ソ
ヴ
ォ
の
分

離
・
独
立
を
認
め
た
例
が
あ
る
。
コ
ソ
ヴ
ォ
と
同
じ
く
ダ
ル
フ
ー
ル
の
場
合
も
、
中
央
政
府
の
事
態
放
置
に
対
し
て
国
際
連
合
は
人
道
的

見
地
か
ら
介
入
し
た
。
東
チ
モ
ー
ル
も
同
様
で
あ
っ
た
。
仮
に
、
北
京
政
府
が
い
う
よ
う
に
、
台
湾
・
澎
湖
諸
島
が
中
国
の
一
部
だ
と
し

て
も
、
中
央
政
府
が
武
力
に
訴
え
て
地
域
の
人
び
と
の
人
権
を
侵
害
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
国
際
社
会
に
非
難
さ
れ
、
国
際
的
介
入
の
契

機
と
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
よ
う
。
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こ
う
し
た
政
治
的
・
軍
事
的
関
係
と
並
ん
で
、
最
近
で
は
経
済
的
関
係
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
台
湾
の
経
済
発
展
に
は
目
覚

ま
し
い
も
の
が
あ
る
が
、
大
陸
中
国
の
経
済
成
長
も
著
し
い
。
そ
し
て
北
京
政
府
は
台
湾
か
ら
大
陸
へ
の
投
資
を
奨
励
し
、
台
湾
の
企
業

家
の
な
か
に
こ
の
機
会
を
利
用
す
る
者
が
少
な
く
な
い
様
子
で
あ
る
。
台
湾
の
市
場
の
広
さ
に
限
り
が
あ
る
以
上
、
そ
の
動
き
は
む
し
ろ

自
然
だ
と
も
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
、
見
方
に
よ
っ
て
は
、
大
陸
に
よ
る
台
湾
経
済
の
取
り
込
み
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
、
最
終

的
に
投
資
す
べ
き
か
否
か
を
決
め
る
の
は
、
台
湾
の
人
び
と
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

4
―
２
　
人
権

数
年
前
ま
だ
私
が
規
約
人
権
委
員
会
の
委
員
で
あ
っ
た
こ
ろ
、
台
湾
の
友
人
か
ら
頼
ま
れ
て
、
他
の
委
員
た
ち
を
紹
介
し
た
こ
と
が
あ

る
。
友
人
の
目
的
は
、
委
員
た
ち
に
「
台
湾
が
自
由
権
規
約
に
加
入
で
き
る
か
、
で
き
る
と
す
れ
ば
具
体
的
方
策
は
何
か
」
を
尋
ね
る
こ

と
で
あ
っ
た
。
答
え
は
一
様
に
、「
そ
れ
は
法
的
問
題
で
は
な
く
、
政
治
的
問
題
で
あ
る
」
で
あ
っ
た
。
同
規
約
48
条
は
、「
国
連
ま
た
は

い
ず
れ
か
の
専
門
機
関
の
加
盟
国
、
国
際
司
法
裁
判
所
規
程
の
当
事
国
及
び
こ
の
規
約
の
当
事
国
と
な
る
よ
う
国
際
連
合
総
会
が
招
請
す

る
他
の
国
」
が
加
入
で
き
る
、
と
定
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、
加
入
資
格
は
「
国
家
」
に
限
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
っ
て
、
台
湾
に
そ
の
資

格
が
あ
る
か
否
か
は
、
難
し
い
問
題
で
あ
り
、
そ
の
解
決
は
国
際
政
治
の
問
題
な
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
中
国
自
身
は
自
由
権
規
約
に
加
入
し
て
い
な
い
。
非
加
入
の
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
一
党
独
裁
の
政
治

体
制
と
無
縁
で
は
な
か
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
か
つ
て
の
英
国
領
か
ら
中
国
に
返
還
さ
れ
た
香
港
に
つ
い
て
は
、
返
還
協
定
に
基
づ
い
て
、

「
特
別
行
政
区
」
と
し
て
同
規
約
の
適
用
を
認
め
て
お
り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
で
あ
っ
た
マ
カ
オ
に
つ
い
て
も
、
同
じ
く
適
用
を
認
め
て
い

る
。
こ
の
二
例
に
見
る
か
ぎ
り
、
ふ
た
た
び
仮
に
台
湾
・
澎
湖
諸
島
が
中
国
の
領
土
の
一
部
で
あ
る
と
し
て
も
、
中
国
が
台
湾
地
域
へ
の
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自
由
権
規
約
の
適
用
を
認
め
る
可
能
性
は
ゼ
ロ
で
は
な
い
、
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
形
の
う
え
で
自
由
権
規
約
に
加
入
す
る
こ
と
よ
り
も
、
規
約
の
規
定
に
見
合
う
人
権
が
現
実
に
台
湾
で
実
施
・
適
用

さ
れ
て
い
る
事
実
が
よ
り
重
要
で
あ
る
。
さ
き
に
触
れ
た
よ
う
に
、
一
党
独
裁
に
伴
う
政
治
的
権
利
の
制
約
が
北
京
政
府
の
規
約
加
入
を

妨
げ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
台
湾
に
は
そ
う
し
た
制
約
は
存
在
し
な
い
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
独
裁
制
と
民
主
制
の
根
本
的
な
違
い
は
、
つ

ぎ
の
点
に
あ
る
。
民
主
制
の
場
合
、
国
民
は
政
府
の
政
策
を
変
え
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
も
し
政
府
が
政
策
を
変
え
な
け
れ
ば
政
府

そ
の
も
の
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
、
し
か
も
こ
れ
ら
の
変
更
を
平
和
的
な
手
段
で
実
現
で
き
る
。
だ
が
独
裁
制
で
は
、
政
府
の
政
策
を

変
え
さ
せ
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
し
、
政
府
そ
の
も
の
を
変
え
る
こ
と
は
平
和
的
な
手
段
で
は
不
可
能
に
近
く
、
暴
力
的
な
手

段
に
よ
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
台
湾
の
人
び
と
は
大
陸
本
土
に
は
な
い
政
治
的
自
由
を
保
障
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
よ

り
大
き
な
人
権
を
享
有
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
台
湾
が
大
陸
に
対
し
て
誇
る
べ
き
資
産
で
あ
り
、
大
陸
の
人
び
と
の
模
範
と

な
る
べ
き
民
主
主
義
の
モ
デ
ル
で
あ
る
。
し
か
も
、
台
湾
で
民
主
主
義
が
有
効
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
前
の
総
統
選
挙
で
民
進

党
の
謝
候
補
と
国
民
党
の
馬
候
補
が
台
湾
の
人
び
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
政
策
を
示
し
、
人
び
と
の
自
由
な
選
択
に
よ
っ
て
馬
氏
が
総
統
に
選

ば
れ
た
事
実
が
如
実
に
証
明
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
人
権
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
台
湾
は
中
国
本
土
よ
り
も
は
る
か
に
国
際
人
権
規
約
に
即
し
た
行
動
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。

4
―
３
　
自
決

か
つ
て
自
決
権
は
、
た
と
え
ば
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
植
民
地
が
西
欧
の
本
国
か
ら
分
離
・
独
立
す
る
権
利
（
集
団
的
人
権
）
を
意
味
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し
た
。
こ
れ
は
自
決
権
の
対
外
的
（
外
的
）
行
使
と
呼
ば
れ
る
。
し
か
し
最
近
で
は
、
自
決
権
の
対
内
的
（
内
的
）
行
使
が
よ
り
し
ば
し

ば
話
題
と
な
る
。
こ
こ
に
自
決
権
の
内
的
行
使
と
は
、
既
存
国
家
の
一
部
が
そ
れ
か
ら
分
離
・
独
立
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
内
部
に

留
ま
り
な
が
ら
、
当
該
一
部
に
特
有
か
つ
独
自
の
政
治
的
・
経
済
的
・
社
会
的
選
択
を
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
た
と
え
ば
、
カ
ナ
ダ
で

は
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
分
離
・
独
立
が
長
ら
く
問
題
で
あ
り
続
け
て
き
た
が
、
今
日
で
は
む
し
ろ
州
と
し
て
の
独
自
性
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
カ
ナ
ダ
に
住
む
種
々
の
イ
ヌ
イ
ッ
ト
（
エ
ス
キ
モ
ー
）
の
グ
ル
ー
プ
も
ま
た
、
カ
ナ
ダ
か
ら
の
政
治
的
な
分
離
・
独
立
よ

り
も
、
カ
ナ
ダ
国
家
の
枠
内
で
自
分
た
ち
独
自
の
文
化
、
経
済
、
社
会
生
活
の
様
式
を
模
索
し
実
現
す
る
方
向
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
同

様
に
、
北
欧
に
住
む
サ
ミ
（
ラ
ッ
プ
）
族
も
、
既
存
国
家
か
ら
の
分
離
・
独
立
を
求
め
る
こ
と
な
く
、
そ
の
枠
組
み
の
な
か
で
独
自
の
伝

統
を
保
持
・
発
展
さ
せ
る
方
策
を
選
び
、
自
分
た
ち
に
影
響
す
る
決
定
に
自
分
た
ち
の
意
思
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
自
決
権
の
新
し
い
在
り
方
は
、
お
そ
ら
く
台
湾
の
課
題
を
考
え
る
際
に
、
大
い
に
参
考
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

5

お
わ
り
に

以
上
、
主
と
し
て
人
権
の
視
点
か
ら
、
台
湾
の
将
来
の
課
題
を
検
討
し
て
き
た
。
歴
史
を
顧
み
れ
ば
、
台
湾
の
多
数
を
占
め
る
人
び
と

が
こ
こ
数
世
紀
の
あ
い
だ
に
、
自
分
た
ち
の
こ
と
を
自
分
た
ち
の
意
思
で
決
め
た
あ
る
い
は
決
め
ら
れ
た
事
実
は
、
は
っ
き
り
と
は
確
認

で
き
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
21
世
紀
は
新
し
い
実
験
の
好
機
で
も
あ
る
。
本
省
人
、
外
省
人
と
い
っ
た
区
別
も
、
年
月
の
経
過
と
と
も
に
、

後
者
の
比
率
が
大
幅
に
減
少
す
る
と
同
時
に
、
若
い
世
代
で
は
融
合
も
大
き
く
進
展
し
て
、
住
民
の
一
体
性
が
か
な
り
高
く
な
っ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
高
山
族
と
呼
ば
れ
る
先
住
民
の
問
題
は
無
視
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
し
か
し
、
一
方
で
住
民
の
多
様

性
を
認
め
つ
つ
、
他
方
で
「
台
湾
住
民
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
」
を
模
索
す
べ
き
時
期
が
来
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
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う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
自
分
た
ち
は
何
を
求
め
て
い
る
の
か
に
つ
き
議
論
を
尽
く
し
、
可
能
な
か
ぎ
り
永
続
性
の
あ
る
し
か
も
平

和
的
な
選
択
肢
を
見
つ
け
出
す
努
力
を
重
ね
る
こ
と
―
―
そ
れ
こ
そ
が
台
湾
の
人
び
と
に
と
っ
て
、
今
も
っ
と
も
重
要
な
課
題
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。




